
第４次湖西市地域福祉活動計画　評価一覧【湖西市社会福祉協議会】

基本目標 基本施策 № 事業 事業内容 回答係
備考 備考

1 ①社協だよりの発行

社会福祉協議会の機関紙として「社協だより」
を全戸に配布し、福祉情報を提供します。

＜具体的な取組内容＞
年６回隔月に発行。

総務企画係 2 ややできている
社会福祉協議会が実施している事業・活動につ
いて、定期的に情報発信ができた。
記事内容がマンネリ化しないような工夫が必要。

2 継続

年６回の定期発行は継続していく。記事について
は、社協事業や地域の活動に関する最新の情報等
を積極的に発信し、より多くの住民に福祉に関心を
持ってもらえるよう取り組んでいく。

2 ②ホームページの運営

社協事業や地域福祉に関する情報を広く周知す
るため、分かりやすい情報発信に努めます。

＜具体的な取組内容＞
月３回以上の更新。寄付者の写真掲示。
閲覧者数の把握。

総務企画係 2 ややできている

各種社協事業や講座等に関するお知らせ及び
寄附者情報について、随時更新できている。
現在のホームページでは、スマートフォンからの
閲覧に対応していないことが課題。

1 拡充

定期的な更新は今後も継続していく。
スマートフォン閲覧対応であり、尚且つ閲覧者に
とって必要な情報が入手しやすいホームページに
するために、ホームページリニューアルを行う。

3
③（新）ＳＮＳを使った
情報発信の検討

リアルタイムな情報発信を行うため、若者や子
育て世代が抵抗なく使えるＳＮＳ（Facebook、
Twitter 等）を活用した運用について検討を行
います。

＜具体的な取組内容＞
ＳＮＳの活用を研究し、2020 年度から運用す
る。

総務企画係 4 ほとんどできていない
SNS導入には至っていない。ホームページのリ
ニューアルに合わせ、運用を開始していく予定。

1 拡充
運用開始に向け、導入するSNSの種類や運用方法
等を検討していく。

4 ④社協出前講座の開催

職員による出前講座を開催し、社協事業の理解
や地域福祉活動に対する理解と参加促進を図り
ます。

＜具体的な取組内容＞
こふくちゃん講座として24 の講座を開設。

地域福祉係 2 ややできている
職員による出前講座を開催し、社協事業の理解
や地域福祉活動に対する理解と参加促進を図っ
た。

2 継続
地域活動の再開に向けて、地区社協関係者や広報
等で市民に呼びかけを行う。

5
⑤地区社会福祉協議会会
長会議の開催

各地区社会福祉協議会の情報共有や各種情報提
供を行い、活動の充実を図ります。

＜具体的な取組内容＞
市内20 地区の会長により年２回開催。

地域福祉係 2 ややできている
地区社協会長会議を通して、情報共有や各種情
報提供を行い、活動の充実を図った。

2 継続
各地区社協の活動状況を共有できるよう継続して会
議を行っていく。校区ごとの生活支援コーディネー
ターと連携し、活動の充実を図る。

6 ①ふれあい広場の開催

市民が交流を深め、共に支え合う地域づくりに
ついて考える機会を設け、福祉意識の醸成を図
ります。

＜具体的な取組内容＞
福祉大会に統合。

地域福祉係 4 ほとんどできていない

市民が交流を深め、共に支え合う地域づくりにつ
いて考える機会を設け、福祉意識の醸成を図っ
た。コロナの感染拡大防止により、２か年中止とし
た。（令和２・３年度）

3
見直し・
検討

ふれあい広場は社会福祉大会と統合して実施を行
う。今後、会場変更やふれあい広場の内容など実行
委員会において検討を行う。

7 ②社会福祉大会の開催

福祉に対する尽力者に対し顕彰並びに福祉講演
会等により、地域づくりについて考える機会を
設け、福祉活動への参加促進を図ります。

＜具体的な取組内容＞
毎年11 月中旬に開催。
ふれあい広場の福祉施設のＰＲ等を統合。

総務企画係 2 ややできている

福祉に対する尽力者に対し顕彰はできている
が、ここ２年はコロナウイルスの影響から、地域づ
くりについて考える機会を設けることができずにい
る。

2 継続
顕彰は継続。福祉講演会など、地域づくりについて
考える機会を設け福祉活動への参加促進を図る。

8 ③福祉教育実践校の指定

市内全14 校を指定し、将来を担う児童生徒に、
地域福祉に関する意識の醸成を図るとともに、
地域との交流を図ります。

＜具体的な取組内容＞
学校で行う福祉教育に必要な経費の一部を補
助。

地域福祉係 2 ややできている

ここ2年は新型コロナウイルス感染拡大により体験
型の授業は難しいが、講話での講座を中心に出
来ている。
ここ２年新型コロナウイルス流行により対面での講
話ではなく、オンライン形式での講話が主流に
なった。

1 拡充

福祉に関する意欲関心を持つ機会を増加し、地域
交流を図る。
今後は一人一台タブレットを持っているのでオンライ
ンでの講座を検討していく。
.終息後もオンラインでの方法を検討する。

9
④★ふれあい・いきいき
サロンの支援

地区社会福祉協議会が中心となって、地域の人
たちが楽しく交流しながら仲間づくりや生きが
いづくりを行うことにより、地域からの孤立、
心身の機能の低下を防ぐとともに、地域のつな
がりを深めます。

＜具体的な取組内容＞
活動の実績に応じて地区社協に助成金を支給。

地域福祉係 3 あまりできていない

全２０地区社協のふれあい・いきいきサロンの推
進を実施した。新型コロナウイルス感染拡大によ
り、活動できていない地区が多くある。地域の活
動を行う上での感染対策の方法を伝えていく必
要がある。

2 継続
感染対策を行いながらサロンを行える方法を伝えて
いき、地域での活動再開時に安心安全に活動を行
えるようにする。

10
①地区社会福祉協議会活
動充実強化

地区社会福祉協議会の活動強化のため、財政及
び活動に対する支援を行います。

＜具体的な取組内容＞
地区社協への財政支援・第２層協議体のコー
ディネーターを務める。

地域福祉係 2 ややできている
地区社協活動の推進において、生活支援コー
ディネーターと連携し地域の課題解決に取り組
む。

2 継続
地区社協の活性化や事業推進のため、継続して活
動費の助成や支援を行う。

２　地域で支え合
う仕組みづくり

（１）地域におけ
る支え合い活動の

推進

評価 方向性

１地域福祉意識の
醸成と交流の推進

（１）地域福祉に
関する意識の醸成

（２）地域におけ
る交流活動の推進

現状と課題 今後の方向性
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基本目標 基本施策 № 事業 事業内容 回答係
備考 備考評価 方向性

現状と課題 今後の方向性

11 ②福祉関係団体支援

市内の福祉関係団体との連携を図り、各団体の
活動の支援を行います。

＜具体的な取組内容＞
社協会費の中から地区社協に活動補助金を支
給。

地域福祉係 3 あまりできていない
意見交換の場がないため、助成金や活動内容に
ついて各種団体と社協が共有を行う。

3
見直し・
検討

各種団体との連携をし、活動内容を把握した中で、
助成金の見直しを行う。

12
③★生活支援体制整備事
業

地域における支え合いの体制づくりを推進する
ため、多様な主体間の情報共有並びに連携及び
協働により、日常生活の支援体制の充実を図り
ます。

＜具体的な取組内容＞
第２層協議体により年６回程度、地域の課題に
対する対策の話し合いや研修等を実施。

地域福祉係 2 ややできている

５つの中学校区（鷲津・白須賀・新居・湖西・岡
崎）に、生活支援コーディネーターを配置し、各
校区単位に「支え合い推進会議」（２か月に１回
程度）を開催した。校区ごとに地域の課題を見つ
け出し、課題解決に向けて話合いを行った。居場
所の開設や、住民主体の見守り活動の推進、移
動支援の取組みを行うことができた。

1 拡充
多様な主体と連携し、地域の困りごとを顕在化し問
題解決に繋げる。各中学校区単位に、「支え合い推
進会議」の継続を行う。

13
④ボランティアネット
ワークの推進

市内のボランティアグループ、個人ボランティ
アが安心して活動ができるよう、ボランティア
保険への加入や、活動拠点としてボランティア
活動室の利用促進、最新の情報や助成金等に関
する情報を発信するとともに、ボランティア同
士の連携を推進します。

＜具体的な取組内容＞
ボランティアの登録。活動保険の加入促進。
活動室の貸出し。ボランティア養成講座。
相談・調整・情報提供。

地域福祉係 2 ややできている

ボランティア保険への加入、活動室の利用促進、
助成金等に関する情報発信は出来ている。ここ２
年は新型コロナウイルスにより登録団体の減少、
ボランティア活動室の利用の減少がある。

1 拡充
活動場所の提供を今後も維持し、ボランティア活動
したい人に活動を周知していくとともに、市内の登録
人数を増やしていく。

14 ⑤★健康体操教室の充実

高齢者が心身ともに健康な日常生活を送ること
ができるよう、健康体操リーダーを養成し、身
体機能の維持向上を目指して「健康体操教室」
を開設します。

＜具体的な取組内容＞
健康体操教室を月１回程度開催。
健康体操リーダの養成。
リーダースキルアップ研修の開催。

地域福祉係 2 ややできている

３６教室で開催されている。リーダー養成講座を
開催し新規リーダーの養成を行った。市内で新
型コロナウイルスの影響により、活動自粛している
教室が多い。緊急事態宣言中は全教室活動中
止した。

2 継続
新しいリーダーの養成に力を入れ、リーダーの世代
交代ができるようにしていく。感染対策の方法を伝え
ていき安心安全に教室を運営できる体制を作る。

15 ⑥地域の居場所開設支援

地域住民が主体となり、介護・認知症・引きこ
もりの予防、子どもの貧困連鎖防止など、誰で
も気軽に立ち寄れる、地域の居場所開設支援を
行います。

＜具体的な取組内容＞
講演会等の開催。開設準備補助金を支給。

地域福祉係 4 ほとんどできていない

住民主体の居場所は地域のニーズから５つの新
規居場所が開設された。コロナの影響で、新規居
場所の相談や開設はなく、実践者から居場所の
再開目途が立たない声がある。

2 継続
居場所の実践者同士の情報共有の場として、ネット
ワーク化を図る。男性の居場所や、多世代で交流で
きるような居場所づくりを推進していく。

16
⑦共同募金配分金を活用
した地域福祉活動支援

共同募金配分金を活用し、地域住民の参加によ
る地域福祉活動に助成を行います。

＜具体的な取組内容＞
地区社協へ活動助成金を支給。
三世代ふれあい輪投げ大会に補助金を支給。
グランドゴルフ大会に補助金を支給。

地域福祉係 2 ややできている
必要としている事業への配分は出来ているが、こ
こ２年は新型コロナウイルス感染拡大により、事業
が思うように動いていない。

1 拡充
地域にそった配分を今後は検討し、新たな配分も検
討していく。

17
⑧（新）市内社会福祉法
人等連携強化

市内社会福祉法人、施設等と社協との連携協働
による公益的な取り組みに向けて働きかけを行
います。

＜具体的な取組内容＞
社協が中心となり連携を強化するため組織化
（連絡会）する。

総務企画係 2 ややできている

市内の社会福祉法人を対象に、「地域における
公益的な取組」の実施状況や課題を把握するた
めのアンケート調査を実施。アンケートの回答内
容を、法人間連携への取組における事業推進の
基礎資料としていく。

2 継続
アンケート調査の結果を踏まえ、市内の社会福祉法
人を対象とした勉強会や意見交換の場を設け、ネッ
トワーク化に向けた調整を進めていく。

18
⑨（新）地域における福
祉ニーズを把握する仕組
みづくり

地域における福祉ニーズや、支援の担い手につ
いての把握と情報共有する仕組みづくりをすす
めます。

＜具体的な取組内容＞
第２層協議体等により情報共有を行う。

地域福祉係 2 ややできている
地域における高齢者のちょっとした困りごとを支
援する生活支援活動（ちぃーとサポート事業）の
立上げを行う。

1 拡充
協力者（支え手）や利用者（受け手）の双方に呼び
かけをし、新しい仕組みを構築していく。

２　地域で支え合
う仕組みづくり

（１）地域におけ
る支え合い活動の

推進

2



基本目標 基本施策 № 事業 事業内容 回答係
備考 備考評価 方向性

現状と課題 今後の方向性

19 ①ボランティア養成講座

既存ボランティア活動者のスキルアップや、ボ
ランティアに興味のある方などに対するボラン
ティア入門など、地域の福祉活動を担う人材の
育成や、ボランティアの質を高めることを目的
として各種ボランティア講座を開催します。

＜具体的な取組内容＞
ボランティア養成講座の開催。研修会の開催。
ボランティア体験講座の開催

地域福祉係 2 ややできている
ふれあい・いきいきサロン関係者に向けて、活動
を支援するためにサロンボランティア養成講座を
開催し、サロン活動の推進を図った。

1 拡充
ボランティアに関心のある方を少しでも増加できるよ
うに活動を促進してく。

20
②ボランティアネット
ワークだよりの発行

各ボランティアの活動や、助成金等情報提供を
行い、ボランティア活動支援を行います。

＜具体的な取組内容＞
年２回ボランティアネットワークだよりを発
行。

地域福祉係 2 ややできている
各月で発行し、地域の情報やボランティア情報の
提供を行っている。

1 拡充
発行は継続し、今後は最新の情報が提供できるよう
にしていく。

21
③夏休み福祉施設ボラン
ティア体験講座の開催

将来の地域福祉を担う人づくりを進めるため、
長期休みを利用して、市内福祉施設での体験を
とおして、福祉やボランティアに対する理解を
深めるための講座を開催します。

＜具体的な取組内容＞
ちょこっとボランティアの開催。

地域福祉係 2 ややできている

市内の施設・事業所へお願いをし、子どもたちの
夏休みという貴重な時間にボランティア活動を
し、ボランティアについて理解を深め、将来を考
えるきっかけになった。ここ２年は新型コロナウイ
ルス感染拡大により、開催が出来ていない。

1 拡充
感染防止対策を行い、新たな方法も検討しながら事
業は促進していく。

22
④地区社会福祉協議会だ
より発行支援

地域福祉推進基礎組織としての地区社会福祉協
議会の活動を、地域の人たちに周知するととも
に、住民参加促進を図ります。

＜具体的な取組内容＞
地区社協だよりの発行経費の９割を補助。

地域福祉係 2 ややできている

地区社協活動を地域の方に周知するため、地区
社協だよりの発行支援を行った。コロナの影響
で、地区社協活動が推進できず広報誌を発行し
ない地区があり申請件数が減少した。

2 継続
地区社協において、サロンのチラシや情報誌を発行
している地区があるため、申請していない地区社協
には積極的に声掛けを行う。

23
①日常生活自立支援事業
の推進

判断能力が十分でない方が地域において自立し
た生活が送れるよう、福祉サービス等利用援助
を行います。

＜具体的な取組内容＞
福祉サービスの利用援助。
日常的な金銭管理や書類等の預かり保管。

総務企画係 2 ややできている
判断能力が十分でない方が地域で安心して生活
を送ることができるように契約者に対して支援。

1 拡充

事業を必要としている人に対して情報が伝わるよう
広報。現在の利用者については、判断能力の低下
に伴い多制度への移行など適切な支援ができるよう
にする。財産の適切な管理を行う。

24
②（新）権利擁護支援体
制づくり調査・研究

成年後見制度を含む権利擁護支援体制づくりに
ついて、行政等と連携を図りながら、社協の役
割など調査・研究を行います。

＜具体的な取組内容＞
研修会、講演会に参加。行政との調整。
予算案、職員配置案、行程等の作成。

総務企画係 2 ややできている
法人後見受任体制が整い、R3より受任開始。
中核機関設置に向けて、行政と調整。

1 拡充
市内での権利擁護体制拡充のため、本会での受任
が適切と考えられるケースでは積極的に受任。
権利擁護について市民へ知らせる機会を設ける。

25
③買い物支援に関する調
査・研究

買い物に関する取り組みについて、関係機関と
連携を図り、各地域での現状や必要性など調
査・研究を行います。

＜具体的な取組内容＞
移動販売車や注文配達業者の調査。
地域の要望調査。

地域福祉係 2 ややできている

生活必需品などの買い物に不便であるという課
題を把握し、市内の高齢者を対象に買い物支援
に伴うアンケートを実施した。地区社協や民生委
員から買い物支援のニーズがあり、杏林堂のとく
し丸に繋げた。

2 継続
生活支援コーディネーターから地域のニーズを集約
し、必要な支援を行う。

26
④★さわやかサービス事
業の推進

身近な地域で生活上の困りごとに対し、「お互
い様」の気持ちで助け合う「さわやかサービ
ス」を展開するとともに、地域が主体となって
生活支援活動体制の構築に向けて検討を行いま
す。

＜具体的な取組内容＞
移送サービスの実施。福祉車両の貸出。

地域福祉係 2 ややできている
移動手段の一つとして対象の利用会員の方に活
用していただいている。

1 拡充
利用会員・協力会員の増加。
月の利用回数の増加ができるように広報等で周知し
ていく。

27
⑤介護保険サービス事業
の充実及び活用の促進

居宅介護支援事業・訪問介護事業・訪問入浴介
護事業・通所介護事業等のサービス提供を通じ
て、高齢者の生活支援を行います。

＜具体的な取組内容＞
介護保険サービスの利用拡大に向けた取組み
と、職員の改善提案により実施。

介護センターこ
さい係
介護センターあ
らい係

2 ややできている

通所介護、訪問介護、訪問入浴の３事業を一つ
の係にまとめ体制の強化を図ったが、十分な職
員体制を構築できず新規依頼を受け入れできな
いこともあった。

1 拡充
新規職員募集、キャリアアップに向けた支援を実施
し体制強化を図る

２　地域で支え合
う仕組みづくり

（２）地域福祉を
担う人材の育成

３　人にやさしい
環境づくり

（１）福祉サービ
スの充実

3



基本目標 基本施策 № 事業 事業内容 回答係
備考 備考評価 方向性

現状と課題 今後の方向性

28
⑥障害福祉サービス事業
の充実及び活用の促進

居宅介護事業・移動支援事業等のサービス提供
を通じて、障がい者の生活支援を行います。

＜具体的な取組内容＞
障がい者サービスの利用拡大に向けた取組み
と、職員の改善提案により実施。

介護センターあ
らい係

2 ややできている
同行援護従事者養成研修に2人申込みをしたが
選考されず体制の強化ができなかった。

1 拡充
今後も養成講座への申し込みを継続し、キャリア
アップと体制強化を図る

29
①福祉総合相談事業の推
進

市民の福祉や生活に関する困りごとに対し、関
係機関、弁護士や司法書士等と連携・協力し相
談支援を行います。

＜具体的な取組内容＞
弁護士相談の実施。司法書士相談の実施。
福祉なんでも相談の実施。

生活支援係 2 ややできている

無料で、身近な場所で弁護士等へ相談をするこ
とにより、困りごと解決の糸口を見つけることがで
きたり、適切な相談先を伝えることができた。ここ2
年はコロナの影響で相談者が減った。

【（２）サービスが利用しやすい環境の整備全般に
ついて】
行っているサービスを知らない人もまだいると思
う。ＰＲ、アウトリーチが必要。

2 継続
身近な場所で、専門家への相談の機会を提供する
ことで、市内在住者の生活の安定を図るため、今後
も継続していく

30
②★生活困窮者自立支援
事業の推進

生活に困窮している方に対して、包括的な支援
を実施し自立の助長を図ります。

＜具体的な取組内容＞
相談の実施。就労支援。支援計画の作成。

生活支援係 2 ややできている

相談者の状況に応じ、就労支援や家計改善支援
を行っている。就労支援で精神や知的に障害が
あっても本人が気が付かず、無理に一般就労を
して、すぐやめたり、いつまでも就職できないでい
るケースが増えている。

2 継続

相談者の状況に応じた包括的相談支援の継続。ま
た関係機関と連携しながら自立に向けた支援を行
う。就労支援では相談内容や相談者の状況から一
般就労だけではなく、関係機関と連携しながら障害
者枠の就労や福祉就労支援を行う。伴走型支援。
アウトリーチで表面上に上がってっこない困窮者を
見つけ支援する。

31
③生活福祉資金等貸付事
業の推進

低所得世帯等へ生活福祉資金（県社協）や生活
つなぎ資金（市社協）の貸付により、経済的自
立支援を行います。

＜具体的な取組内容＞
相談の実施。資金の貸付。

生活支援係 2 ややできている

貸付により経済的自立及び生活意欲の助長等を
図り安定した生活を送れるようになった方もいれ
ば、貸付しても償還できずに負債が残るケースも
ある。

2 継続
資金の貸付けと必要な相談支援を行うとにより、相
談者のニーズに合った支援をしていく。また未償還
分に　ついては督促等を行い、償還に努めていく。

32
④社協だよりの発行（再
掲）

「社協だより」を全戸に配布し、社協活動や福
祉情報提供を行います。

＜具体的な取組内容＞
年６回隔月に発行。

総務企画係 2 ややできている
社会福祉協議会が実施している事業・活動につ
いて、定期的に情報発信ができた。
記事内容がマンネリ化しないような工夫が必要。

2 継続

年６回の定期発行は継続していく。記事について
は、社協事業や地域の活動に関する最新の情報等
を積極的に発信し、より多くの住民に福祉に関心を
持ってもらえるよう取り組んでいく。

33
⑤ホームページの運営
（再掲）

地域福祉に関する情報を広く周知するため、リ
アルタイムな情報発信を行います。

＜具体的な取組内容＞
月３回以上の更新。寄付者の写真掲示。
閲覧者数の把握。

総務企画係 2 ややできている

各種社協事業や講座等に関するお知らせ及び
寄附者情報について、随時更新できている。
現在のホームページでは、スマートフォンからの
閲覧に対応していないことが課題。

1 拡充

定期的な更新は今後も継続していく。
スマートフォン閲覧対応であり、尚且つ閲覧者に
とって必要な情報が入手しやすいホームページに
するために、ホームページリニューアルを行う。

34
①災害ボランティアの養
成

災害ボランティアセンターの運営に協力してい
ただけるコーディネーターの養成を行います。

＜具体的な取組内容＞
災害ボランティアの周知。人材養成の啓発。

地域福祉係 2 ややできている

隔年で、災害ボランティアコーディネーター養成
講座を実施し、コーディネーターの育成に取り組
んでいるが、受講者へのフォローアップができて
いない。

1 拡充
養成講座受講者に対し、フォローアップを行いコー
ディネーターの役割が担える人材を育成する。

35
②災害ボランティアセン
ター運営マニュアルの見
直し

災害ボランティアセンター立上訓練等を通じ、
問題点などを見直し、マニュアルの質の向上を
図ります。

＜具体的な取組内容＞
災害関係団体との連携。
マニュアルの検証と更新。

地域福祉係 3 あまりできていない

令和元年度以来、ボランティアセンターの立上げ
訓練を行っていないため、マニュアルの検証と併
せて毎年実施していく。

1 拡充
災害ボランティアセンターのマニュアルを見直し、円
滑なボランティアセンターの運営が行えるよう推進す
る。

36
③災害ボランティアグ
ループとの連携

災害ボランティアグループ等と連携を図り、活
動支援や情報交換に努めます。

＜具体的な取組内容＞
有事に協働できるように会議を開催。

地域福祉係 2 ややできている
行政、社協、災害ボランティアと３者連携会議を
行い顔の見える関係づくりに取り組んだ。

1 拡充

行政及び災害ボランティア団体、協定書の締結を結
んだ湖西ライオンズクラブや浜名湖青年会議所と、
災害ボランティアセンターの円滑な運営を行うため
に連絡会を設置する。

■現行計画に載っていない新たな取り組み
基本目標 基本施策

３　人にやさしい
環境づくり

（１）福祉サービ
スの充実

地域たすけあい支援事業
（ちぃーとサポート）の推進

６５歳以上の高齢者世帯を対象に、日常生活でちょっとした困りごとを地域の住民が主体となってたすけあう有償ボランティアによる活
動。
令和２年度から検討をはじめ、令和４年度から事業をスタートする。

３　人にやさしい
環境づくり

（１）福祉サービ
スの充実

（２）サービスが
利用しやすい環境

の整備

(３)安心して暮ら
せる環境の整備

施策の項目 取り組み
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